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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　介入の有効性を決定するための医学的転帰のユーザが開始する検討を容易にする方法で
あって、該方法は、クライアントコンピュータおよびサーバコンピュータにより実行され
、該クライアントコンピュータは、１人以上の患者が自身の疾患、症状に関する情報を入
力することを可能にするグラフィカル・ユーザ・インターフェースを備え、
　該方法は、
　該サーバコンピュータが、介入の有効性を決定するための臨床的検討を開始するための
１人以上の患者からの要求を受信することと、
　該クライアントコンピュータが、クライアントコンピュータ上にグラフィカル・ユーザ
・インターフェースを提供することであって、該グラフィカル・ユーザ・インターフェー
スは、１人以上の患者が該クライアントコンピュータ上で自身の疾患および症状に関する
情報を入力することを可能にする、ことと、
　該クライアントコンピュータが、該患者の各々が、疾患を治療するための介入を採用す
る前に、該グラフィカル・ユーザ・インターフェースを介して、該１人以上の患者からの
疾患および症状に関する情報を収集することと、
　該サーバコンピュータが、該１人以上の患者によって採用された該介入に関する情報を
該グラフィカル・ユーザ・インターフェースから収集することと、
　該サーバコンピュータが、該患者の部分集合が、該疾患を治療するための介入を採用し
た後に、複数の患者から経験した症状に関する情報を収集することと、
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　該サーバコンピュータが、疾患、症状および介入に関する収集された医学的転帰情報を
分析することにより、該疾患の治療における該介入の有効性を決定することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記サーバコンピュータが、前記介入の有効性を１人以上の対照患者からのデータと比
較することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記介入の有効性を決定することは、事前介入情報を事後介入情報と比較することを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記サーバコンピュータが、前記サーバコンピュータと連結するデータベースに格納さ
れた合致患者プロファイルに基づいて他の患者に関連するデータの検索を行なうことをさ
らに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記介入は、薬剤の投与、治療薬の投与、栄養剤の投与、ビタミンの投与、運動、理学
療法、マッサージ、ストレッチ、摂食量、休息、睡眠、およびこれらのうちのいずれかの
変更からなる群から選択される、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）
　本出願は、２００７年１０月１２日に出願された米国仮特許出願第６０／９９８，６６
９号、２００７年１０月１２日に出願された米国仮特許出願第６０／９９８，７６８号、
２００８年３月２０日に出願された米国仮特許出願第６１／０７０，０６７号の優先権を
主張する。これら出願の各々の全体内容が本明細書に参考として援用される。
【０００２】
　（技術分野）
　本発明は、病状、身体機能、健康、および健康感の個人管理のためのデータ処理システ
ムおよび方法に関する。より具体的には、本発明は、個人のコミュニティのプロファイル
を検索し、合致プロファイルのクエリ結果を生成するための個人データおよびクエリパラ
メータの入力に関する。さらに、本発明は、合致プロファイルを閲覧および比較し、病状
、身体機能、健康、健康感をより理解ならびに管理することを対象とする。
【背景技術】
【０００３】
　（本発明の背景）
　ワールドワイドウェブの出現によって、事実上、あらゆる話題について、情報、意見、
および経験を共有する新しい機会が、人々にもたらされている。ウェブ対応システムおよ
び方法のサポートを受けて、共通目標および関心を有する人々は、地球上のあらゆる場所
から瞬時に交信および通信可能である。例えば、人々は、コンピュータ上の出会い系サイ
トを使用して、相性の合う相手を検索可能である。個人は、ウェブサイト上でアカウント
を生成し、個人情報を入力可能であって、個人情報は、データベース内のユーザプロファ
イルに保存される。データベースは、ウェブサイトを使用する他人のプロファイルも含有
する。個人は、相手に求める特徴に基づいて情報を入力することによって、相性の合う相
手を検索可能である。ウェブサイトは、検索基準を処理し、合致するプロファイルの一覧
を返すことが可能である。次いで、個人は、さらなる情報を取得し、潜在的な相手に連絡
をとることが可能である。
【０００４】
　多くのウェブサイトは、共通目標または属性を共有する特定の人々の集団に役立つよう
に存在する。例えば、特許文献１は、体重制御プログラムを構築するシステムについて記
載している。本システムによって、個人は、自らの体重を入力、更新、および監視可能と
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なり、ユーザは、レシピを共有し、食事計画を構築可能となる。特許文献２は、動物育種
または遺伝子配列別にヒト以外の動物対象を比較するシステムについて記載している。例
えば、ヒト以外の動物対象の実験室試験結果をその群の遺伝子データと比較可能である。
【０００５】
　既存技術として、患者情報を監視し、医療の提供を支援するシステムの実施例を含む。
特許文献３は、救命救急のために、患者を監視するシステムについて記載している。本シ
ステムは、患者のための特定の医療パラメータの最大および最小閾値と、パラメータの電
流値を設定するスライダを含む。これによって、医療従事者は、患者の状態が正常である
かどうか即座に決定可能となる。別の実施例として、Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　Ｍａ
ｒｙｌａｎｄ　Ｈｕｍａｎ－Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｉｎｔｅｒａｔｉｏｎ　Ｌａｂ　ｏｆ　
Ｃｏｌｌｅｇｅ　Ｐａｒｋ（Ｍａｒｙｌａｎｄ）開発のＬｉｆｅｌｉｎｅｓソフトウェア
は、病歴記録を視覚化するシステムであって、医療従事者は、病歴記録を詳細に検査可能
となる。本システムは、病歴における過去の事象を表す時系列およびアイコン等の視覚ツ
ールを含む。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００３／０１８７６８３号明細書
【特許文献２】米国特許第７，０２９，４４１号明細書
【特許文献３】米国特許第６，９５６，５７２号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（本発明の概要）
　本発明は、介入の有効性を検討する方法を提供する。本方法は、１人以上の患者が、そ
の疾患、症状、および治療薬に関する情報を入力可能なグラフィカル・ユーザ・インター
フェースを提供することと、患者の各々が、疾患を治療するための治療薬を採用する前に
、複数の患者から情報を収集することと、治療薬に関する情報を収集することと、患者の
部分集合が、疾患を治療するための治療薬を選択後、複数の患者から情報を収集すること
と、疾患の治療における治療薬の有効性を決定することとを含む。
【０００８】
　本方法は、治療薬の有効性を１人以上の対照患者からのデータと比較することを含むこ
とが可能である。治療薬の有効性を決定することは、事前治療薬情報を事後治療薬情報と
比較することを含むことが可能である。
【０００９】
　また、本発明は、現在の介入からの転帰に対して、少なくとも１つの合併症または不満
を経験する患者のための可能性のある個人介入の識別の方法を提供する。本方法は、デー
タベース内の各患者の１つ以上の属性を含む、複数の患者のための患者情報を含有するデ
ータベースを提供することと、患者の１つ以上の属性を指定する要求を患者が作成するこ
とを可能にするグラフィカル・ユーザ・インターフェース表示を提供することと、指定さ
れた副作用のうちの少なくとも１つを含む、指定された１つ以上の属性を有する患者のた
めの患者情報のデータベースを検索することと、１つ以上の介入を採用した際、１つ以上
の指定された副作用を経験した他の患者によって採用された１つ以上の代替介入を返すこ
ととを含む。
【００１０】
　属性は、患者に影響を及ぼす１つ以上の疾患と、患者によって採用される１つ以上の介
入と、患者によって経験される１つ以上の副作用とを含む。１つ以上の属性は、年齢、人
種、民族性、性別、身長、体重、肥満度指数（ＢＭＩ）、体容積指数（ＢＶＩ）、遺伝子
型、表現型、疾患、疾患重症度、疾患進行速度、機能的能力の測定値、生活の質、介入、
および治療薬から成る群から選択される少なくとも１つを含むことが可能である。
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【００１１】
　疾患は、神経疾患、筋萎縮性側索硬化（ＡＬＳ）、多発性硬化症（ＭＳ）、パーキンソ
ン病、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、うつ病、
気分障害、血液癌、線維筋痛、てんかん、心的外傷後ストレス障害、外傷性脳損傷、循環
器疾患、骨粗しょう症、慢性閉塞性肺疾患、関節炎、アレルギー、自己免疫疾患、および
狼瘡から成る群から選択される少なくとも１つを含むことが可能である。
【００１２】
　代替介入は、他の患者によって採用された最も最近の介入であり得る。
【００１３】
　また、本発明は、個人医療情報を提供するための方法を提供する。本方法は、データベ
ース内の各患者の１つ以上の属性を含む、複数の患者のための患者情報を含有するデータ
ベースを提供することと、患者の１つ以上の属性を表示するグラフィカル・ユーザ・イン
ターフェースを提供することであって、グラフィカル・ユーザ・インターフェースによっ
て、患者は、属性のうちの少なくとも１つを指定する検索要求を作成することが可能とな
る、ことと、指定された１つ以上の属性を有する患者のための患者情報のデータベースを
検索することと、指定された１つ以上の属性を有する他の患者集合を識別するデータを患
者に返すこととを含む。
【００１４】
　１つ以上の属性は、年齢、人種、民族性、性別、身長、体重、肥満度指数（ＢＭＩ）、
体容積指数（ＢＶＩ）、遺伝子型、表現型、疾患、疾患重症度、疾患進行速度、機能的能
力の測定値、生活の質、介入、および治療薬から成る群から選択される少なくとも１つを
含むことが可能である。
【００１５】
　データベースは、ある属性と、生活の質、機能的能力、疼痛、および治療強度から成る
群から選択される少なくとも１つの二次的属性との間の相関を含むことが可能である。
【００１６】
　疾患は、神経疾患、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）、多発性硬化症（ＭＳ）、パーキン
ソン病、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、うつ病
、気分障害、血液癌、線維筋痛、てんかん、心的外傷後ストレス障害、外傷性脳損傷、循
環器疾患、骨粗しょう症、慢性閉塞性肺疾患、関節炎、アレルギー、自己免疫疾患、およ
び狼瘡から成る群から選択される少なくとも１つを含むことが可能である。
【００１７】
　返されるデータは、他の患者集合の１人以上のメンバーのための個別データを含むこと
が可能である。返されるデータは、他の患者集合の１人以上のメンバーのための集約デー
タを含むことが可能である。本方法は、患者からの要求を処理し、個別データを閲覧する
ことを含むことが可能である。本方法は、患者からの要求を処理し、他の患者集合の構成
を修正することを含むことが可能である。他の患者集合の構成は、ファジー論理によって
定義可能である。他の患者集合の構成を修正するステップは、集合内の患者の属性の範囲
を修正することを含むことが可能である。他の患者集合の構成を修正するステップは、集
合を構成する患者の属性の重要性を修正することを含むことが可能である。他の患者集合
の構成は、属性類似性評価指標のグラフ上の最適合致アルゴリズムによって定義可能であ
る。他の患者集合の構成は、他の患者集合の属性の類似性のマトリクス上のスカラー・ベ
クトル分解によって定義可能である。本方法は、他の患者に関連するデータの多変量パタ
ーン合致検索を行なうことを含むことが可能である。
【００１８】
　また、本発明は、そのコンテンツが、コンピュータに個人医療情報を提供するための方
法を行なわせるコンピュータ可読媒体を提供する。本方法は、データベース内の各患者の
１つ以上の属性を含む、複数の患者のための患者情報を含有するデータベースを提供する
ことと、患者の１つ以上の属性を表示するグラフィカル・ユーザ・インターフェースを提
供することであって、グラフィカル・ユーザ・インターフェースによって、患者は、属性
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のうちの少なくとも１つを指定する検索要求を作成することが可能となる、ことと、指定
された１つ以上の属性を有する患者のための患者情報のデータベースを検索することと、
指定された１つ以上の属性を有する他の患者集合を識別するデータを患者に返すこととを
含む。
【００１９】
　本発明は、患者プロファイルのデータベースを提供することであって、各プロファイル
は、少なくとも１つの病状パラメータと、少なくとも１つの医学的転帰パラメータとを含
む、ことと、ユーザからのデータベースのクエリを入力するためのユーザインターフェー
スを提供することであって、クエリは、少なくとも１つの病状パラメータに基づく、こと
と、データベースから１つ以上の合致患者プロファイルを含むクエリ結果を生成すること
と、医学的転帰との病状パラメータの相関として、クエリ結果を表示することとを含む、
医療情報および転帰の個人管理のための方法を提供する。
【００２０】
　患者プロファイルは、複数の病状パラメータを含むことが可能である。
【００２１】
　病状パラメータは、疾患症状、治療、治療理由、治療副作用、治療用量、診断、病期、
栄養情報、環境情報、活動情報、地理的情報、遺伝子型データ、表現型データ、家族歴デ
ータ、または病状に関連する出来事であり得る。病状パラメータは、特定の疾患または状
態（例えば、筋萎縮性側索硬化症、多発性硬化症、パーキンソン病等）、あるいは疾患ま
たは状態の組み合わせと関連付けられる。
【００２２】
　医学的転帰パラメータは、生存、疾患症状、治療、治療理由、治療副作用、治療用量、
診断、病期、栄養情報、環境情報、活動情報、地理的情報、遺伝子型データ、表現型デー
タ、家族歴データ、病状に関連する出来事、医学的予測、または病状パラメータの集約で
あり得る。
【００２３】
　ユーザインターフェースは、テキストインターフェース、グラフィックインターフェー
ス、または音声作動インターフェースであり得る。
【００２４】
　ユーザとは、神経疾患（例えば、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）、多発性硬化症（ＭＳ
）、パーキンソン病）、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、後天性免疫不全症候群（ＡＩ
ＤＳ）、癌（例えば、膀胱癌、血液癌、乳癌、結腸直腸癌、子宮内膜癌、白血病、肺癌、
リンパ腫、卵巣癌、膵臓癌、前立腺癌、および皮膚癌）、糖尿病、消化系障害（例えば、
過敏性腸管症候群、胃食道逆流疾患、クローン病）、うつ病、不安障害、心的外傷後スト
レス障害、気分障害、精神異常、人格障害、および摂食障害を含むが、それらに限定され
ない、疾患に罹患する患者であり得る。
【００２５】
　本方法は、医学的転帰が記録された時間の医学的転帰を表示することをさらに含むこと
が可能である。
【００２６】
　本方法は、合致患者プロファイルを順位付けすることをさらに含むことが可能である。
合致患者プロファイルを順位付けすることは、医学的転帰に基づいて、合致患者プロファ
イルを保存することをさらに含むことが可能である。
【００２７】
　本方法は、ユーザの将来的病状の少なくとも１つの医学的予測を提供することをさらに
含むことが可能である。本方法は、少なくとも１つの医学的予測に確率を割り当てること
をさらに含むことが可能であって、確率は、その医学的予測がユーザに生じる可能性であ
る。確率は、０から１００の数字であり得る。
【００２８】
　ユーザの将来的病状の医学的予測は、将来のある時点、例えば、現在の日付から１年後
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、ユーザの病状がどうなるかの予測であり得る。
【００２９】
　本方法は、医学的転帰を共有する１人以上の患者プロファイルのための医学的転帰を集
約することをさらに含むことが可能である。
【００３０】
　本発明は、患者プロファイルのデータベースにクエリを行なうことであって、各プロフ
ァイルは、少なくとも１つの病状パラメータと、少なくとも１つの医学的転帰パラメータ
と、を備え、クエリは、少なくとも１つの病状パラメータに基づく、ことと、データベー
スから合致患者プロファイルを含むクエリ結果を閲覧することであって、クエリ結果は、
ユーザの少なくとも１つの病状パラメータと医学的転帰とを相関させる、こととを含む、
医療情報および転帰の個人管理のための方法を対象とすることが可能である。
【００３１】
　本方法は、クエリ結果に基づいて、所望の医学的転帰と相関する治療方法を計画するこ
とをさらに含むことが可能である。
【００３２】
　本方法は、クエリ結果に基づいて、所望の医学的転帰と相関する少なくとも１つの日常
活動を計画することをさらに含むことが可能である。
【００３３】
　本発明は、手続き呼出しの際、クライアントプログラムとサーバプログラムとの間でデ
ータを転送するためのデータ構造によってエンコードされ、サーバプログラムは、クライ
アントプログラムによる起動のための関数を含み、関数は、少なくとも１つのパラメータ
を含み、データ構造は、個人データを含み、個人データは、複数の患者のための患者プロ
ファイルと、患者のための病状測定値と、複数の患者のための少なくとも１つの医学的転
帰とを含む、コンピュータ可読メモリ機器を対象とすることが可能である。個人データは
、関数のうちの１つが起動されると、クライアントプログラムからサーバプログラムに転
送される少なくとも１つのパラメータに対応する。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　介入の有効性を検討する方法であって、該方法は、
　１人以上の患者が、その疾患、症状、および治療薬に関する情報を入力可能なグラフィ
カル・ユーザ・インターフェースを提供することと、
　該患者の各々が、疾患を治療するための治療薬を採用する前に、複数の患者から情報を
収集することと、
　該治療薬に関する情報を収集することと、
　該患者の部分集合が、該疾患を治療するための治療薬を採用後、該複数の患者から情報
を収集することと、
　該疾患の治療における該治療薬の有効性を決定することと
　を含む、方法。
（項目２）
　上記治療薬の有効性を１人以上の対照患者からのデータと比較することをさらに含む、
項目１に記載の方法。
（項目３）
　上記治療薬の有効性を決定することは、上記事前治療薬情報を事後治療薬情報と比較す
ることを含む、項目１に記載の方法。
（項目４）
　現在の介入からの転帰に対して、少なくとも１つの合併症または不満を経験する患者の
ための可能性のある個人介入の識別の方法であって、
　データベースを提供することであって、該データベースは該データベース内の各患者の
１つ以上の属性を含む、複数の患者のための患者情報を含有する、ことと、
　　該患者に影響を及ぼす１つ以上の疾患と、
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　　該患者によって採用される１つ以上の介入と、
　　該患者によって経験される１つ以上の副作用と
　を含む、該患者の１つ以上の属性を指定する要求を患者が作成することを可能にするグ
ラフィカル・ユーザ・インターフェース表示を提供することと、
　該指定された副作用のうちの少なくとも１つを含む、該指定された１つ以上の属性を有
する患者のための患者情報の該データベースを検索することと、
　該１つ以上の介入を採用した際、該１つ以上の指定された副作用を経験した他の患者に
よって採用された１つ以上の代替介入を返すことと
　を含む、方法。
（項目５）
　上記１つ以上の属性は、年齢、人種、民族性、性別、身長、体重、肥満度指数（ＢＭＩ
）、体容積指数（ＢＶＩ）、遺伝子型、表現型、疾患、疾患重症度、疾患進行速度、機能
的能力の測定値、生活の質、介入、および治療薬から成る群から選択される少なくとも１
つを含む、項目４に記載の方法。
（項目６）
　上記疾患は、神経疾患、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）、多発性硬化症（ＭＳ）、パー
キンソン病、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、う
つ病、気分障害、血液癌、線維筋痛、てんかん、心的外傷後ストレス障害、外傷性脳損傷
、循環器疾患、骨粗しょう症、慢性閉塞性肺疾患、関節炎、アレルギー、自己免疫疾患、
および狼瘡から成る群から選択される少なくとも１つを含む、項目４に記載の方法。
（項目７）
　上記代替介入は、上記他の患者によって採用された最も最近の介入である、項目１に記
載の方法。
（項目８）
　個人医療情報を提供するための方法であって、
　データベースを提供することであって、該データベースは該データベース内の各患者の
１つ以上の属性を含む、複数の患者のための患者情報を含有する、ことと、
　患者の１つ以上の属性を表示するグラフィカル・ユーザ・インターフェースを提供する
ことであって、該グラフィカル・ユーザ・インターフェースによって、該患者は、該属性
のうちの少なくとも１つを指定する検索要求を作成することが可能となる、ことと、
　該指定された１つ以上の属性を有する患者のための患者情報の該データベースを検索す
ることと、
　該指定された１つ以上の属性を有する他の患者集合を識別するデータを該患者に返すこ
とと
　を含む、方法。
（項目９）
　上記１つ以上の属性は、年齢、人種、民族性、性別、身長、体重、肥満度指数（ＢＭＩ
）、体容積指数（ＢＶＩ）、遺伝子型、表現型、疾患、疾患重症度、疾患進行速度、機能
的能力の測定値、生活の質、介入、および治療薬から成る群から選択される少なくとも１
つを含む、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　上記データベースは、ある属性と、生活の質、機能的能力、疼痛、および治療強度から
成る群から選択される少なくとも１つの二次的属性との間の相関を含む、項目９に記載の
方法。
（項目１１）
　上記疾患は、神経疾患、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）、多発性硬化症（ＭＳ）、パー
キンソン病、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、う
つ病、気分障害、血液癌、線維筋痛、てんかん、心的外傷後ストレス障害、外傷性脳損傷
、循環器疾患、骨粗しょう症、慢性閉塞性肺疾患、関節炎、アレルギー、自己免疫疾患、
および狼瘡から成る群から選択される少なくとも１つを含む、項目９に記載の方法。
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（項目１２）
　上記返されるデータは、上記他の患者集合の１人以上のメンバーのための個別データを
含む、項目８に記載の方法。
（項目１３）
　上記返されるデータは、上記他の患者集合の１人以上のメンバーのための集約データを
含む、項目８に記載の方法。
（項目１４）
　個別データを閲覧するための、上記患者からの要求を処理することをさらに含む、項目
１３に記載の方法。
（項目１５）
　上記他の患者集合の構成を修正するための、上記患者からの要求を処理することをさら
に含む、項目１に記載の方法。
（項目１６）
　上記他の患者集合の構成は、ファジー論理によって定義される、項目１５に記載の方法
。
（項目１７）
　上記他の患者集合の構成を修正することは、該集合内の患者の属性の範囲を修正するこ
とを含む、項目１５に記載の方法。
（項目１８）
　上記他の患者集合の構成を修正することは、該集合を構成する患者の属性の重要性を修
正することを含む、項目１５に記載の方法。
（項目１９）
　上記他の患者集合の構成は、属性類似性評価指標のグラフ上の最適合致アルゴリズムに
よって定義される、項目１５に記載の方法。
（項目２０）
　上記他の患者集合の構成は、該他の患者集合の属性の類似性のマトリクス上のスカラー
・ベクトル分解によって定義される、項目１５に記載の方法。
（項目２１）
　上記他の患者に関連するデータの多変量パターン合致検索を行なうことをさらに含む、
項目１に記載の方法。
（項目２２）
　コンピュータ可読媒体であって、そのコンテンツが、コンピュータに個人医療情報を提
供するための方法を行なわせ、該方法は、
　データベースを提供することであって、該データベースは該データベース内の各患者の
１つ以上の属性を含む、複数の患者のための患者情報を含有する、ことと、
　患者の１つ以上の属性を表示するグラフィカル・ユーザ・インターフェースを提供する
ことであって、該グラフィカル・ユーザ・インターフェースによって、該患者は、属性の
うちの少なくとも１つを指定する検索要求を作成することが可能となる、ことと、
　該指定された１つ以上の属性を有する患者のための患者情報の該データベースを検索す
ることと、
　該指定された１つ以上の属性を有する他の患者集合を識別するデータを該患者に返すこ
とと
　を含む、コンピュータ可読媒体。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】図１は、ウェブ対応システムおよび方法を示す図である。
【図２】図２は、本発明を実践するための方法を示す図である。
【図３】図３は、患者のコミュニティの患者プロファイルのデータベースを示す図である
。
【図４】図４は、ユーザクエリを入力するためのユーザインターフェースの図である。
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【図５】図５は、入力されたクエリと合致する患者プロファイルのクエリ結果を生成する
ことを示す図である。
【図６】図６は、入力された個人データと病状パラメータおよび医学的転帰との間の相関
を示すクエリ結果の表示を示す図である。
【図７Ａ】図７Ａは、システムの種々の実施形態を示す、データ（この場合、ヒトの表現
、例えば、棒線で描かれた人間の図）を示すグラフィカル要素の表現の実施例である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、患者の病状状態（この場合、双極性障害と診断された患者の極度の
興奮性の突発）の表現を含む、グラフィカル要素の表現の実施例である。
【図８】図８は、医学的予測転帰を示す図である。
【図９】図９は、ユーザによって、本発明を実践する方法を示す図である。
【図１０】図１０は、患者データを入力するための例示的ユーザインターフェースを示す
図である。
【図１１】図１１は、治験データをフィルタリングするための例示的ユーザインターフェ
ースを示す図である。
【図１２】図１２は、特定の介入を一度採用した他の患者によって採用された介入を閲覧
するための例示的ユーザインターフェースを示す図である。
【図１３Ａ】図１３は、類似患者群および疾患進行の予測を閲覧および精緻化するための
例示的ユーザインターフェースを示す図である。
【図１３Ｂ】図１３は、類似患者群および疾患進行の予測を閲覧および精緻化するための
例示的ユーザインターフェースを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　（用語の定義）
　本発明は、以下の定義を参照することによって、最も明確に理解される。
【００３６】
　明細書および請求項において使用されるように、単数形「１つの（ａ）」、「１つの（
ａｎ）」、および「その（ｔｈｅ）」は、別途明示的に記載されない限り、複数形の参照
を含む。
【００３７】
　用語「疾患」とは、身体機能を低下させる器官の異常状態を指す。用語「疾患」とは、
神経疾患（例えば、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）、多発性硬化症（ＭＳ）、パーキンソ
ン病）、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、後天性免疫不全症候群（ＡＩＤＳ）、癌（例
えば、膀胱癌、血液癌、乳癌、結腸直腸癌、子宮内膜癌、白血病、肺癌、リンパ腫、卵巣
癌、膵臓癌、前立腺癌、および皮膚癌）、糖尿病、消化系障害（例えば、過敏性腸管症候
群、胃食道逆流疾患、およびクローン病）、循環器疾患、骨粗しょう症、慢性閉塞性肺疾
患（ＣＯＰＤ）、関節炎、アレルギー、高齢者疾患、および自己免疫疾患（例えば、狼瘡
）を含むが、それらに限定されない、種々の身体的病気を含む。また、用語「疾患」とは
、うつ病、不安障害、心的外傷後ストレス障害、気分障害、精神病性障害、人格障害、お
よび摂食障害を含むが、それらに限定されない、精神的病気を含む。
【００３８】
　用語「病状」とは、症状等の疾患の発現を指す。例えば、患者が筋萎縮性側索硬化症（
ＡＬＳ）に罹患している場合、患者は、嚥下障害（嚥下困難）等の１つ以上の病状を経験
し得る。
【００３９】
　用語「介入」とは、１つ以上の病状に及ぼす、陽性、陰性、または中性効果を有する任
意の事象を指す。用語「介入」とは、薬剤の投与、治療薬の投与、栄養剤の投与、ビタミ
ンの投与、運動、理学療法、マッサージ、ストレッチ、摂食量、休息、および睡眠を含む
が、それらに限定されない、種々の活動を含む。
【００４０】
　（本発明の詳細な説明）
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　本発明は、患者のコミュニティの患者プロファイルに基づく、病状および転帰の個人管
理ならびに比較のための方法を対象とする。患者は、例えば、ウェブ対応データ処理シス
テムを使用して、患者のコミュニティの患者プロファイルのデータベースにクエリを行な
うことによって、同様の他の患者を見つけることが可能である。クエリは、例えば、症状
、病状、診断、治療、療法、生活様式要因、環境要因、家族歴、および遺伝的特徴を含む
ことが可能である。例えば、多発性硬化症（ＭＳ）患者は、例えば、一次進行型ＭＳ（徐
々に悪化するＭＳ症状を有する患者）に対して、再発寛解型ＭＳ（ＭＳ症状の予測不可能
な再発を有するが、再発間では正常に戻る患者）に罹患する、３５－４５歳の年齢範囲内
のＭＳ患者を見つけることが可能である。ウェブ対応システムは、患者プロファイルのデ
ータベースから合致プロファイル集合を返すことが可能である。患者は、合致プロファイ
ルを閲覧し、さらなるクエリを行なうことが可能である。クエリは、患者の代わりに、患
者の医師、看護士、または医療アシスタントによって行なうことが可能である。また、ク
エリは、研究者または臨床医によって行なうことが可能である。
【００４１】
　患者は、入力された病状パラメータに基づいて、医学的転帰を取得可能である。例えば
、患者は、治療を選択することによって、ＭＳのための治療に関して学ぶことが可能であ
る。ウェブ対応システムは、用量、頻度、一般的副作用、および疾患の症状を最小限にす
るために役立つ行動を含む、治療を受けたあらゆるＭＳ患者のプロファイルを返すことが
可能である。また、患者は、コミュニティ内のより進行形態の疾患患者に部分的に基づい
て、今後数年をかけて、その疾患がどのように進行し得るかの予測を取得可能である。例
えば、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）患者は、ＡＬＳ治療、例えば、リルゾールを選択可
能である。システムは、リルゾールを服用した患者の合致プロファイルおよびその生存率
を返すことが可能である。例えば、システムは、少なくとも１００ｍｇのリルゾールを毎
日服用した球麻痺型ＡＬＳ（最初に脳幹に影響を及ぼすＡＬＳの形態）患者は、リルゾー
ルを服用しなかった患者よりも平均数ヶ月長く生存したことを示し得る。また、患者は、
球麻痺型ＡＬＳ患者が、多くの場合、過剰なあくびに悩まれることを学び得る。したがっ
て、患者は、自身とＡＬＳコミュニティ内の他の患者と比較することによって、その疾患
のより優れた査定および管理が可能となる。
【００４２】
　図１に示されるウェブ対応データ処理システム１００を使用して、本発明を実践するた
めの方法を実装可能である。ウェブ対応データ処理システムは、当該分野において周知で
あって、クライアントコンピュータ１０２およびサーバコンピュータ１０４を含むことが
可能である。クライアントおよびサーバコンピュータは、インターネット１０６を介して
、互いに連結可能である。あるいは、クライアントおよびサーバコンピュータは、イント
ラネットを介して、例えば、民間企業ネットワークのファイアウォールの背後で、互いに
連結可能である。民間企業ネットワークは、民間病院用のネットワークであり得る。
【００４３】
　図１を参照すると、クライアントコンピュータは、ソフトウェアアプリケーションを実
行するためのクライアントソフトウェアプログラム１０８を含むことが可能である。クラ
イアントソフトウェアプログラム１０８は、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ（Ｒｅｄｍｏｎｄ、Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ）から市販のＩＮＴＥＲＮＥＴ　ＥＸＰＬＯ
ＲＥＲ（登録商標）、Ｍｏｚｉｌｌａ　Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ（Ｍｏｕｎｔａｉｎ　Ｖｉ
ｅｗ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）から市販のＦＩＲＥＦＯＸ（登録商標）、またはＯｐｅｒ
ａＳｏｆｔｗａｒｅ　ＡＳ（Ｏｓｌｏ、Ｎｏｒｗａｙ）から市販のＯＰＥＲＡ（登録商標
）等のインターネットブラウザであり得る。インターネットブラウザは、ハイパーテキス
ト・マークアップ言語（ＨＴＭＬ）、ならびにＡｄｏｂｅ　Ｓｙｓｔｅｍｓ（Ｓａｎ　Ｊ
ｏｓｅ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）から市販のＦＬＡＳＨ（登録商標）、ＡＩＲ（登録商標
）、およびＡＣＲＯＢＡＴ（登録商標）プラットフォーム等の種々の規格にエンコードさ
れるコンテンツを表示可能である。ユーザインターフェースは、テキストを入力し、オプ
ションを選択するためのテキストボックスおよびトグルボタン等の標準的ウェブ入力要素
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を含むことが可能である。クライアントコンピュータは、ユーザインターフェースに情報
を入力するマウス、キーボード、またはタッチスクリーン等の入力機器を含むことが可能
である。
【００４４】
　クライアントコンピュータは、本質的に、パーソナルコンピュータである必要はないが
、携帯用機器、携帯端末、および携帯電話等の機器を包含する。モバイル機器は、有利な
ことに、より頻繁なデータ収集とともに、薬剤の摂取等の介入に従事する患者のためのリ
マインダを可能にする。好適なモバイル機器は、本明細書に記載される方法のために特別
に構築可能である、またはＲｅｓｅａｒｃｈ　ｉｎ　Ｍｏｔｉｏｎ　Ｌｉｍｉｔｅｄ（Ｗ
ａｔｅｒｌｏｏ、Ｏｎｔａｒｉｏ）から市販のＢＬＡＣＫＢＥＲＲＹ（登録商標）、Ｐａ
ｌｍ，Ｉｎｃ．（Ｓｕｎｎｙｖａｌｅ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）から市販のＰＡＬＭ（登
録商標）、およびＡｐｐｌｅ，Ｉｎｃ．（Ｃｕｐｅｒｔｉｎｏ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）
から市販のＩＰＨＯＮＥ（登録商標）のようなスマートフォン等の既存のモバイル機器で
あり得る。
【００４５】
　また、ユーザインターフェースは、テキスト対応インターフェースであり得る。例えば
、サーバは、テキストメッセージまたは電子メールを携帯電話あるいはスマートフォンに
送信し、患者の気分を問うことが可能である。患者は、適切な回答によって、応答可能で
ある。
【００４６】
　同様に、ユーザインターフェースは、音声インターフェースであることが可能であって
、サーバは、定期的に患者に電話をかけ、患者の気分を問う。患者は、口頭で応答可能で
あって、次いで、周知の音声認識ソフトウェアに従って処理されるであろう。
【００４７】
　サーバコンピュータは、ウェブサーバ、例えば、Ａｐａｃｈｅ　Ｓｅｒｖｅｒ、および
アプリケーションサーバ、例えば、Ｃｏｌｄ　Ｆｕｓｉｏｎ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　
Ｓｅｒｖｅｒを含む、サーバソフトウェアプログラム１１０を含むことが可能である。サ
ーバコンピュータは、データをエンコードおよび保存するデータベースサーバまたはエン
ジンを含むことが可能である。好適なデータベースソフトウェアとして、ＩＢＭ　Ｃｏｒ
ｐ．（Ａｒｍｏｎｋ、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ）から市販のＤＢ２（登録商標）およびＩＮＦＯ
ＲＭＩＸ（登録商標）、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐ．（Ｒｅｄｍｏｎｄ、Ｗａｓｈｉ
ｎｇｔｏｎ）から市販のＭＩＣＲＯＳＯＦＴ　ＪＥＴ（登録商標）およびＭＩＣＲＯＳＯ
ＦＴ　ＳＱＬ　ＳＥＲＶＥＲ（登録商標）、ＭｙＳＱＬ　Ｌｔｄ．Ｃｏ．（Ｓｔｏｃｋｈ
ｏｌｍ、Ｓｗｅｄｅｎ）から市販のＭＹＳＱＬ（登録商標）、Ｏｒａｃｌｅ　Ｉｎｔ’ｌ
　Ｃｏｒｐ（Ｒｅｄｗｏｏｄ　Ｃｉｔｙ、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）から市販のＯＲＡＣＬ
Ｅ（登録商標）　Ｄｅｔａｂａｓｅ、ならびにＳｙｂａｓｅ，Ｉｎｃ．（Ｄｕｂｌｉｎ、
Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）から市販のＳＹＢＡＳＥ（登録商標）を含む。
【００４８】
　患者プロファイルは、例えば、氏名、年齢、性別、疾患、症状、病状測定値、診断、治
療、療法、生活様式要因、環境要因、家族歴、および遺伝子的特徴を含む、患者の個人デ
ータのための入力を含むことが可能である。
【００４９】
　クライアントソフトウェアプログラム１０８を使用して、ユーザインターフェース１１
２を表示し、人口統計データおよび病状パラメータを含む、クエリパラメータを入力可能
である。クエリは、サーバソフトウェアプログラム１２０に提出可能であって、サーバソ
フトウェアプログラムは、クエリ１２２を受信可能である。サーバソフトウェアプログラ
ムは、データ、例えば、マイクロプロセッサ上で実行する関数呼び出しを使用して、デー
タを分析可能である。サーバソフトウェアプログラムは、入力されたクエリ基準と合致す
る患者プロファイル集合を備える、クエリ結果を生成可能である。サーバは、画像を生成
し、医学的転帰との入力された病状パラメータの相関として、クエリ結果を表示可能であ
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る。サーバは、画像を受信１５２し、ウェブブラウザ内に表示１５４可能なクライアント
プログラム１５０に画像を返送可能である。あるいは、サーバは、クライアントソフトウ
ェアプログラムが、クライアントコンピュータ上で受信および表示可能なデータ値集合と
して、クエリ結果を回送可能である。例えば、クライアントソフトウェアプログラムは、
データ値を受信および処理するカスタムソフトウェアプラグインを含み、相関の表示を生
成し、ユーザに表示と交信させることが可能である。
【００５０】
　（病状パラメータ）
　病状パラメータは、個人の病状、身体機能、健康、および健康感に関連する個人データ
である。病状パラメータは、ＡＬＳと診断された患者に関連する嚥下障害（嚥下困難）等
の疾患症状、ＡＬＳのためのリルゾール等の治療、「ＡＬＳの進行を遅らせるため」等の
治療理由、１０００ｍｇ／日等の治療用量、疾患が診断された日等の診断、球麻痺型ＡＬ
Ｓ（脳幹から開始するＡＬＳ）等の疾患の種類、初期、中期、または進行性ＡＬＳ等の病
期、患者のカロリー摂取等の栄養データ、受動喫煙への曝露等の環境情報、毎日の運動の
日課または昼寝等の活動情報、住所または居住地等の地理的情報、患者の遺伝子特徴に関
連するデータ等の遺伝子型データ、あるいは患者の外見に関連するデータ等の表現型デー
タであり得る。また、病状パラメータは、家族歴データ、例えば、家族内の癌歴または他
の医学的問題、あるいは疾患に対処するための人工呼吸器または他の器具の必要性等、疾
患に関連する出来事を含むことが可能である。例えば、ＡＬＳ患者は、脚の可動性の喪失
によって、車椅子を必要とし得る。
【００５１】
　（医学的転帰）
　医学的転帰は、人口統計データおよび病状測定値の分析を含み得る、個人データの分析
から生じる情報である。データの分析は、入力されたクエリ基準と合致する患者プロファ
イル集合を生成することを含むことが可能である。患者プロファイルは、患者のコミュニ
ティの患者プロファイルのデータベース内に保存可能である。医学的転帰は、個人データ
の平均化、例えば、ＡＬＳ患者群の経験された治療副作用の平均化を含むことが可能であ
る。医学的転帰は、患者の将来的病状の予測を含むことが可能である。医学的転帰は、入
力された病状パラメータおよび人口統計データに関連する情報を含むことが可能である。
例えば、医学的転帰は、入力された疾患の種類に基づく、疾患の発達の概要であり得る。
医学的転帰は、生存データを含むことが可能である。例えば、医学的転帰は、リルゾール
を服用したＡＬＳ患者が、リルゾールを服用しなかったＡＬＳ患者よりも平均３．５ヶ月
長く生存したことに関連するデータを含むことが可能である。医学的転帰は、いくつかの
データ測定値から組み合わされたデータの集約を含むことが可能であって、例えば、患者
のコミュニティ内のＡＬＳ患者は、ＡＬＳの重症度別に経時的に集約され、疾患の進行の
統計的分散のグラフを生成可能である。
【００５２】
　医学的転帰は、生存、疾患症状、治療、治療理由、治療用量、診断、病期、栄養情報、
環境情報、活動情報、地理的情報、遺伝子型データ、表現型データ、家族歴データ、また
は病状に関連する出来事を含むことが可能である。
【００５３】
　（患者のコミュニティ）
　患者のコミュニティは、システム上に保存され、人口統計および病状データに関連する
１つ以上の個人データ入力を提供する、ウェブ対応システムへの制限的アクセスを有する
ユーザを含むことが可能である。ユーザは、ウェブ対応システムを使用して、その病上を
査定、追跡、および管理可能である。例えば、ユーザは、ユーザのコミュニティの患者プ
ロファイルのデータベースにクエリを行ない、同様のユーザまたは患者を見つけることが
可能である。また、患者のコミュニティは、そのそれぞれの病状のための個人データを入
力したウェブ対応システムの他のユーザから構成される。ユーザは、クエリ機能を使用し
て、または電子メールおよびテキストメッセージ等の他の手段を通して、自身と患者のコ
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ミュニティ内の他者を比較することによって、自身の病状をより理解し得る。ユーザは、
他のユーザと通信し、その疾患の管理に役立つ治療および日常活動を計画可能である。ユ
ーザは、より進行形態のその疾患を伴うシステム上の他者からの患者データを閲覧し、入
力されたクエリ基準と相関する医学的転帰データを閲覧することによって、その疾患の進
行について学ぶことが可能である。
【００５４】
　図２に示されるように、本発明は、患者プロファイルのデータベースを提供するステッ
プ２００と、ユーザからのデータベースのクエリを入力するためのユーザインターフェー
スを提供するステップ２０２と、データベースから１つ以上の合致患者プロファイルを含
むクエリ結果を生成するステップ２０４と、医学的転帰との相関病状パラメータとして、
クエリ結果を表示するステップ２０６とを含む、方法を対象とすることが可能である。
【００５５】
　（患者プロファイルの提供）
　図３を参照すると、本発明は、ユーザのための患者プロファイル３０２と、コミュニテ
ィ内の他のユーザの患者プロファイル３０４とを含む、患者のコミュニティの患者プロフ
ァイルのデータベース３００を提供可能である。患者プロファイルは、ＳＱＬまたはＯｒ
ａｃｌｅ等の関連データベース内のデータベーステーブル３０５であることが可能であっ
て、データベーステーブルは、メモリ内に保存される。例えば、ユーザのための人口統計
データ３０６は、ユーザの氏名、例えば、「ＪＳ」、年齢、例えば、「４１歳」、および
性別、例えば、「男性」を含む、別個のデータベーステーブル３０５内に保存可能である
。患者のコミュニティ内の各患者は、患者のための個人データを保存する相互参照データ
ベーステーブル３０９のための一意の患者識別子を有することが可能である。例えば、ユ
ーザは、一意の患者識別子「００１」を有することが可能である（３０８）。また、デー
タベーステーブル３０５は、患者の病状３１０に関連する病状情報を保存可能である。例
えば、データベーステーブル３０５は、患者の病状名、例えば、ＡＬＳ、患者がその状態
を有している年数、例えば、１年、患者のＡＬＳの重症度の評定、例えば、４７／５０、
およびＡＬＳの種類、例えば、球麻痺型ＡＬＳ等の他の患者情報を含むことが可能である
。
【００５６】
　異なるデータベーステーブル３０９は、ユーザの病状の種々の局面を表すことが可能で
ある。例えば、データベーステーブル３２０は、ＡＬＳに関連する嚥下障害（嚥下困難）
の患者の病状測定値を保存可能である。データベーステーブルは、ある日時に測定された
値を保存可能である。例えば、嚥下障害のために測定された値は、軽微な嚥下困難を示す
「低度」、中間程度の嚥下困難を示す「中等度」、および重度の嚥下困難を示す「高度」
であり得る。各データベーステーブルは、特定の時間、例えば、２００７年４月１１日午
後２：００における、患者の嚥下障害の別個の測定値、例えば、「中等度」３２２を保存
可能である（３２４）。データベーステーブルは、一意の患者識別子（３２６）を含み、
患者のための全テーブルを相互参照することが可能である。また、データベーステーブル
は、治療処方計画を保存可能である。例えば、データベーステーブル３３０は、薬物「リ
ルゾール」（Ａｖｅｎｔｉｓ　Ｐｈａｒｍａ　ＳＡ（Ａｎｔｏｎｙ、Ｆｒａｎｃｅ）から
ＲＩＬＵＴＥＫ（登録商標）として市販）のための患者の治療を保存可能である。データ
ベーステーブルは、治療名３３２、用量および頻度３３４、ならびに治療が患者に投与さ
れた日時３３６を含むことが可能である。また、データベーステーブルは、治療の副作用
を保存可能である。例えば、データベーステーブル３４０は、目まいを含む、患者が経験
するリルゾールの副作用を保存可能である。データベーステーブルは、副作用名３４２、
値、例えば、「高度」３４４、および副作用が経験された時間（３４６）、例えば、２０
０６年１２月２０日午前１０：００を含むことが可能である。
【００５７】
　患者プロファイルのデータベースは、患者のコミュニティ内の他の患者のための類似デ
ータベーステーブル３５０を含むことが可能である。例えば、一意の患者識別子「００２
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」を有する患者（３５２）は、氏名、年齢、性別、病状、その状態の年数、病状の重症度
の評定、および病状の種類を含む、その人口統計および病状情報３５４を保存するデータ
ベーステーブル３５３を有することが可能である。患者のデータの多くは、他の患者のた
めのデータと合致し得る。例えば、ユーザおよび患者００２は、ＡＬＳおよび球麻痺型Ａ
ＬＳを有する。また、ユーザおよび患者００２は、嚥下障害を有する、リルゾールを服用
する、ならびに目まいを経験する。データベースは、嚥下障害３５２および過剰なあくび
３５４を含む、患者００２の測定された症状、リルゾール３５６を含む、治療、ならびに
目まい３５８を含む、治療副作用を保存するテーブル３５０を含むことが可能である。
【００５８】
　データベースは、患者のコミュニティ３６０内の他の患者のための人口統計および医療
情報を保存するデータベーステーブルを含むことが可能である。また、これらのユーザは
、ＡＬＳを有し、症状、治療、および副作用の多くをユーザと共有可能である。
【００５９】
　あるいは、患者プロファイルは、構築されたデータファイル内に保存可能である。
【００６０】
　（ユーザインターフェースの提供）
　本発明は、クエリユーザからのクエリを入力するための図４に示されるものに類似する
ユーザインターフェースを提供可能である。ユーザインターフェース１１２は、ウェブ対
応ハイパーテキスト・マークアップ言語（ＨＴＭＬ）ファイルにフォーマットされ、イン
ターネットブラウザ内に表示されるウェブページに情報を入力する入力要素を提供可能で
ある。ＨＴＭＬファイルは、サーバコンピュータ１０４上に保存され、インターネット１
０６を介して、クライアントコンピュータ１０２に送信可能であって、そこで、ロードさ
れ、ウェブページ内に表示される。クエリユーザは、上述のように、個人データ、病状パ
ラメータ、および出力オプションを入力し、患者のコミュニティのための患者プロファイ
ルのデータベース３００にクエリを行なうことが可能である。
【００６１】
　クエリユーザは、疾患、例えば、ＡＬＳと診断された患者であり得る。また、クエリユ
ーザは、患者の医師、看護士、または医療アシスタントであり得る。また、クエリユーザ
は、研究者または臨床医であり得る。
【００６２】
　ユーザインターフェースは、クエリ４０２の病状を選択する選択ボックスを含むことが
可能である。例えば、クエリユーザは、ＡＬＳと診断された患者であることが可能であっ
て、選択ボックス内のＡＬＳを選択し、患者のコミュニティ内の他のＡＬＳ患者を見つけ
ることが可能である。ユーザインターフェースは、年齢範囲を入力するテキストボックス
と、性別を選択し、値と合致する他のＡＬＳ患者を見つけるための選択ボックスとを含む
ことが可能である。例えば、クエリユーザは、年齢４０４の３５－４５歳の年齢範囲内の
男性４０６を選択可能である。クエリユーザは、ＡＬＳ患者がその疾患を有している年数
、例えば、「２＋」年４０８を選択可能である。クエリユーザは、ＡＬＳの症状、例えば
、嚥下障害４１０を選択し、嚥下障害を経験したＡＬＳ患者およびその症状に関する入力
されたデータを見つけることが可能である。
【００６３】
　クエリユーザは、他のオプションを選択し、患者プロファイルのデータベースにクエリ
を行なうことが可能である。例えば、クエリユーザは、そのＡＬＳの進行の予測４１２を
選択可能である。予測は、患者のＡＬＳの進行の統計的分散の範囲を示すことが可能であ
る（図８参照）。予測は、患者のコミュニティ内の他のＡＬＳ患者のための集約データに
基づくことが可能である。
【００６４】
　クエリユーザは、治療名、例えば、「リルゾール」４１４（一般的ＡＬＳ治療）、治療
用量４１６、および治療副作用、例えば、「目まい」４１８を含む、治療オプションを選
択可能である。クエリユーザは、提出ボタン４２０を作動させることによって、クエリを
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提出可能である。
【００６５】
　ユーザインターフェースは、上述の実施形態に限定されない。ユーザインターフェース
の他の実施形態は、テキストインターフェース、例えば、コマンドおよびコマンドオプシ
ョンを入力するユーザプロンプト、音声作動インターフェース、またはタッチスクリーン
インターフェースを含むことが可能である。ユーザインターフェースは、運動制限を伴う
患者に対応するように設計されたユーザインターフェースを含むことが可能である。
【００６６】
　（合致患者プロファイルの生成および結果の表示）
　図５に示されるように、本発明は、ユーザ５０２によって入力されたクエリを分析する
ことによって、クエリ結果５００を生成可能である。クエリ結果５００は、患者のコミュ
ニティのための患者プロファイルのデータベースからの合致患者プロファイル集合５０６
を含むことが可能である。例えば、上述で入力されたクエリの場合、合致患者プロファイ
ルは、少なくとも２年間ＡＬＳを有する年齢３５－４５歳の男性ＡＬＳ患者を含むであろ
う。さらに、合致患者プロファイルは、嚥下障害を経験し、リルゾールを服用し、リルゾ
ール服用の副作用として、目まいを経験した患者を含むであろう。また、クエリ結果５０
４は、入力されたクエリ基準に関連する他の医学的転帰を生成する患者プロファイルを含
んでもよい。
【００６７】
　クエリ結果は、医学的転帰との入力された病状パラメータの相関として、表示可能であ
る。図６に示されるように、表示６００は、入力された病状パラメータと医学的転帰とを
相関させるための豊富な情報を含むことが可能である。表示は、いくつかの測定値から組
み合わせられたデータを記述する集約データを含むことが可能である。例えば、クエリ結
果は、リルゾールを服用したＡＬＳ患者およびその１日の用量を集約する棒グラフ６０１
として、表示可能である。例えば、棒グラフは、１２例のＡＬＳ患者がリルゾールを１０
０ｍｇ／日服用６０２し、２１例のＡＬＳ患者がリルゾールを２００ｍｇ／日服用６０４
し、８例のＡＬＳ患者がリルゾールを５００ｍｇ／日服用６０６し、６例のＡＬＳ患者が
リルゾールを１０００ｍｇ／日服用６０８したことを示すことが可能である。さらに、病
状パラメータ、治療、および治療用量は、治療副作用等の医学的転帰と相関し得る。例え
ば、リルゾールを１００ｍｇ／日服用したＡＬＳ患者は、リルゾールの副作用として、平
均して、低度の目まいを経験した６１０。対照的に、リルゾールを１０００ｍｇ／日服用
したＡＬＳ患者は、リルゾールの副作用として、平均して、高度の目まいを経験した６１
２。
【００６８】
　また、クエリ結果の表示は、入力されたクエリと相関する他の関連医学的転帰を含むこ
とが可能である。例えば、表示は、リルゾールを服用したＡＬＳ患者のうち３１例が、昼
過ぎの昼寝によって、リルゾールによって生じる目まいおよび吐き気を軽減する役に立つ
と報告していることを示すことが可能である６１４。表示は、患者のＡＬＳ、すなわち、
球麻痺型ＡＬＳに関連する重要な情報を含むことが可能である。例えば、表示は、患者が
、球麻痺型ＡＬＳを伴うＡＬＳ患者に一般的症状である過剰なあくび６１６に備えるべき
であることを示すことが可能である。表示は、リルゾールを服用したＡＬＳ患者のための
生存転帰データを含むことが可能である。例えば、表示は、リルゾールがＡＬＳ患者の生
存を３．５ヶ月延命し、毎日の用量が生存転帰６１８に影響を及ぼさなかったことを示す
ことが可能である。
【００６９】
　クエリ結果を生成することは、クエリ結果が各クエリユーザに対して個人化され得るよ
うに、ユーザ行動に適応するクエリエンジンをさらに含むことが可能である。例えば、ク
エリエンジンは、クエリユーザのクエリの履歴を収集、保存、および分析可能である。ク
エリの履歴は、クエリログファイル内に保存されてもよい。また、クエリエンジンは、以
前のクエリ結果に対するクエリユーザの反応を追跡可能である。本情報に基づいて、クエ
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リエンジンは、クエリが処理される前に、例えば、クエリパラメータを追加する、あるパ
ラメータに制限またはロックする等によって、個別クエリを調整可能である。また、クエ
リエンジンは、年齢ユーザプロファイルおよび類似ユーザのパターンを生成および活用し
、クエリをさらに調整可能である。クエリユーザは、クエリ結果をさらに調整するために
使用され得る、返された各情報の適切性または有用性を順位付け可能である。
【００７０】
　（医学的予測および集約結果）
　クエリ結果の表示は、図８に示されるように、医学的転帰予測８００を含むことが可能
である。例えば、質問調査を使用して、患者のＡＬＳの重症度を査定および評定可能であ
る。質問調査は、患者の腕の可動性ならびに嚥下および呼吸等の他の可動性要因に関連す
る質問であり得る。図８に示されるように、患者の回答が組み合わされ、グラフ８０２の
垂直軸上に表示される機能的評価尺度（ＦＲＳ）スコアを導出可能である。ＦＲＳスコア
は、５０から０の数字であり得る。ＦＲＳスコア５０は、現在の正常な可動性を表し、Ｆ
ＲＳスコア０は、ＡＬＳによって生じる完全麻痺または死亡を表し得る。患者のＦＲＳス
コアは、複数のスコア日、例えば、２００６年４月（８０４）の診断時、および現在の日
付、例えば、２００７年４月（８０６）において、表示可能である。線は、クエリユーザ
のＡＬＳの予測された進行を示し、将来の日付、例えば、２００８年４月（８０８）にお
いて、ＦＲＳスコアがどうなるかについての将来の予測を示すことが可能である。
【００７１】
　医学的予測は、クエリ基準に合致する患者のコミュニティ内のＡＬＳ患者、例えば、球
麻痺型ＡＬＳを伴う年齢３５－４５の男性のための集約されたＦＲＳスコアデータを含む
ことが可能である。予測は、１００－７５パーセンタイル（８１０）、７５－５０パーセ
ンタイル（８１２）、５０－２５パーセンタイル（８１４）、および０－２５パーセンタ
イル（８１６）を含む、ＦＲＳスコアの統計的分散を示すことが可能である。予測は、将
来の日付におけるパーセンタイルについての将来的予測を含むことが可能である。
【００７２】
　（グラフィカル要素）
　クエリ結果の表示は、疾患、疾患症状、病期、疾患状態、身体機能評価指標、または人
生を左右する病気に関連する複数の個人データを表す、グラフィカル要素を含むことが可
能である。グラフィカル要素は、少なくとも１つの動物の身体部位を有する動物の身体の
表現を含む。例えば、グラフィカル要素は、図７Ａに示されるように、複数のヒトの身体
部位７００を表す、棒線で描かれた人間の図であり得る。棒線で描かれた人間の図は、患
者のＡＬＳと、患者の身体の種々の部位に及ぼすその影響とを表すことが可能である。棒
線で描かれた人間は、合致患者プロファイルのクエリ結果から生成可能である。一実施形
態では、クエリ結果の表示は、各合致患者プロファイルのために生成される、棒線で描か
れた人間の図を含む。
【００７３】
　動物の身体部位は、色またはパターン等の１つ以上の表示特徴を含むことが可能である
。色は、身体部位の病状の影響を示すことが可能である。例えば、緑色は、症状の軽度の
発現を示し、黄色は、症状の中等度の発現を示し、赤色は、症状の重度の発現を示すこと
が可能である。例えば、棒線で描かれた人間の図の左腕７０２および脚７２２は、赤色に
着色され、左腕および脚の制御の喪失を示すことが可能である。図７Ｂに示される別の実
施例では、身体部位は、臨床的うつ病と診断された患者の頭部を表す円形の図であって、
頭部は青色に着色され、極度のうつ病を表すことが可能である。
【００７４】
　グラフィカル要素は、患者の病状状態の表現を含むことが可能である。例えば、寛解期
の癌患者は、棒線で描かれた人間の図に隣接して表示される「Ｒ」によって表されること
が可能である。病状状態は、患者の病状の突発であり得る。例えば、図７Ｂに示されるよ
うに、双極性障害（個人の気分、エネルギー、および機能的能力に異常な変化を生じさせ
る脳障害）と診断された患者は、患者の頭部を表す円形の図７０６の上部に描かれる炎７
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０４によって表される極度の興奮性の突発を有し得る。あるいは、転落による骨折等の緊
急事態は、警報ベルアイコン７２４を使用して表示可能である。
【００７５】
　グラフィカル要素は、患者の病状に関連するテキスト情報７０８を含むことが可能であ
る。例えば、テキスト情報は、患者の疾患名、例えば、「ＡＬＳ」、疾患の特徴、例えば
、「球麻痺型」（球麻痺型ＡＬＳは、最初、脳幹内のある領域に影響を及ぼす）、および
患者がＡＬＳを有する年数、例えば、「２年」を含むことが可能である。
【００７６】
　疾患進行は、出来事に分割可能である。例えば、ＡＬＳの初期には、患者は、その腕お
よび脚の可動性を喪失後、車椅子を必要とし得る。疾患の進行に伴って、患者は、他の自
発的機能、例えば、嚥下能力を喪失し得る。進行性ＡＬＳ患者は、自ら呼吸する能力を喪
失し、間欠的陽圧換気（ＩＰＰＶ）または二相性陽圧呼吸（ＢＩＰＡＰ）装置を含む、特
殊な呼吸補助装置を必要とし得る。グラフィカル要素は、患者の病状に関連する少なくと
も１つの出来事の表現を含むことが可能である。例えば、車椅子アイコン７１０を使用し
て、患者の脚の可動性の喪失を表すことが可能である。呼吸装置アイコン７１２が、グラ
フィカル要素に追加され、ＩＰＰＶまたはＢＩＰＡＰ装置を表すことが可能である。
【００７７】
　別の実施例では、出来事は、セッションを表す数、例えば、「１回目」、「２回目」、
または「３回目」によって表される、一連の癌患者の化学療法であり得る。同様に、出来
事は、１つ以上の星７１４によって表すことが可能である。星は、色を有することが可能
である。さらなる実施例では、出来事は、ＡＬＳ症状を追跡するための上述の機能的評価
尺度（ＦＲＳ）に基づくレベルを表す数７１６であり得る。数字は、ＡＬＳ患者の肺強度
を測定する強制肺活量スコアを表すことが可能である。
【００７８】
　（合致プロファイルの順位付け）
　合致プロファイルは、例えば、好ましい転帰別に順位付け可能である。例えば、クエリ
基準は、治療、治療用量、および副作用を含み、用量が副作用に及ぼす影響を有するかど
うかを決定可能である。例えば、１０００ｍｇ／１日用量で服用されるリルゾールは、５
００ｍｇ／１日用量で服用されるリルゾールよりも目まいを患者に経験させ得る。順位付
けされたプロファイルは、医学的転帰に基づいて、ソート可能である。
【００７９】
　（ユーザ）
　図９に示されるように、本発明は、患者のコミュニティのための患者プロファイルのデ
ータベースにクエリし９００、クエリは、ユーザの病状パラメータを含み、データベース
からの合致患者プロファイルのクエリ結果を閲覧する９０２ための方法を対象とすること
が可能である。クエリ結果は、上述ならびに図６、７Ａ、７Ｂ、および８に示されるよう
に、病状パラメータを医学的転帰と相関させることが可能である。
【００８０】
　本方法は、クエリユーザによって実践されることが可能である。クエリユーザは、疾患
、例えば、ＡＬＳと診断される患者であり得る。また、クエリユーザは、疾患と診断され
た患者の医師または看護士であり得る。また、クエリユーザは、クエリを入力して、関連
疾患情報のための患者プロファイルのデータベースを採掘する臨床医または研究者であり
得る。例えば、研究者は、クエリを入力して、過剰なあくびを経験するＡＬＳ患者を見つ
けることが可能である。研究者は、クエリ結果を閲覧し、過剰なあくびを報告したＡＬＳ
患者の多くが、球麻痺型ＡＬＳを有していたことを決定可能である。
【００８１】
　クエリユーザは、クエリ結果に基づいて、治療方法を計画可能である９０４。例えば、
図６に示されるクエリ結果に基づいて、ＡＬＳ患者（あるいは、その医師または看護士）
は、リルゾールを１０００ｍｇ／日服用したＡＬＳ患者が、概して、高度な目まいを報告
したこと６１２に気が付き得る。また、リルゾールを服用した全患者が、用量頻度に関わ
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らず、リルゾールを服用しなかった患者よりも、平均３．５ヶ月長く生存したこと６１８
に気が付き得る。本クエリ結果に基づいて、ＡＬＳ患者は、副作用を軽減するために６１
０、リルゾール１０００ｍｇ／日とは対照的に、リルゾール１００ｍｇまたは２００ｍｇ
／日を服用することを計画可能である。あるいは、患者の医師、看護士、または医療アシ
スタントは、患者にその計画を推奨してもよい。
【００８２】
　クエリユーザは、クエリ結果に基づいて、日常活動を計画可能である９０６。例えば、
ＡＬＳ患者は、３１例のＡＬＳ患者が、昼過ぎの昼寝によって、リルゾールの服用から経
験される目まいおよび吐き気を軽減したこと６１４を報告した（恐らく、推奨された）こ
とに気が付き得る。したがって、ＡＬＳ患者は、昼過ぎに昼寝をするように計画し、リル
ゾールの副作用の緩和に役立ててもよい。
【００８３】
　（病状パラメータの追加）
　ユーザは、システムによって追跡するための病状パラメータを追加可能である。例えば
、ＡＬＳと診断された患者は、未だデータベース内に記録および保存されていないＡＬＳ
の症状である、過剰かつ制御不能なあくびを経験し得る。ユーザは、症状を追加し、症状
の測定値の記録を開始可能である。患者のコミュニティ内の他のユーザは、同様の措置を
講じ、過剰なあくびの自身の測定値を記録してもよい。このように、患者は、その疾患を
記録および追跡する新しく柔軟な方法から利益を享受し、コミュニティ全体のその疾患に
関する情報を共有可能である。
【００８４】
　（データ構造）
　一局面では、本発明は、データ構造をエンコードするコンピュータ可読媒体機器を対象
にすることが可能である。図３に示されるように、データ構造は、ユーザのコミュニティ
のための人口統計および病状データを含む、個人データを含むことが可能である。例えば
、個人の氏名、年齢、性別、年齢、およびＡＬＳ等の病状である。個人は、データ構造内
に保存された一意の識別子を有することが可能である。
【００８５】
　データ構造を使用して、サーバコンピュータ上に位置するメモリからクライアントコン
ピュータに、保存されたデータ値を転送し、クライアントソフトウェアプログラムの関数
を実行可能である。あるいは、クライアントソフトウェアコンピュータは、病状測定値等
の入力された値をサーバコンピュータに転送可能である。サーバコンピュータは、データ
構造内に入力された値を保存可能である。コンピュータ可読メモリ機器は、ソフトウェア
プログラムとともに物理的に発送可能である。
【００８６】
　（追加ユーザインターフェース実施形態）
　次に、図１０を参照すると、別の例示的ユーザインターフェース１０００が、提供され
る。ユーザインターフェース１０００は、パーキンソン病に罹患する患者のためにカスタ
マイズされるが、本明細書に説明および示される原理は、任意の疾患に等しく適用可能で
ある。
【００８７】
　ユーザインターフェース１０００は、患者が病状評価指標（本実施例では、患者の機能
的能力）を入力可能な病状評価指標部分１００２を含む。ユーザは、時間尺度を含む病状
評価指標チャート内に複数のデータ点１００４を配置可能である。データ点１００４は、
時間および／または規模に関して、調節可能である。例えば、患者が、現在または指定時
間の気分を示す場合、患者は、データ点１００４の変動を上下に限定され得る。あるいは
、患者は、データ点を左右にドラッグすることによって、ある時間の間のデータを入力可
能である。患者は、いくつかの実施形態では、今後のデータ点設定が制限され得る。
【００８８】
　また、ユーザインターフェース１０００は、介入部分１００８を含む。介入部分１００
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８によって、患者は、薬剤の投与、治療薬の投与、栄養剤の投与、ビタミンの投与、運動
、理学療法、マッサージ、ストレッチ、摂食量、休息、および睡眠等の１つ以上の介入を
記録可能となる。例えば、患者は、バー１０１０ａ、１０１０ｂ、１０１０ｃを調節し、
食事の開始および終了を示すことによって、食事が摂られた時間を指定可能である。同様
に、患者は、時間尺度上にマーカ１０１２（錠剤を描写してもよい）を配置することによ
って、１つ以上の薬物１０１４ａ－１０１４ｅが投与された時間を示すことが可能である
。
【００８９】
　種々の種類の治療薬は、特定の時間のために計画可能である。例えば、患者は、午前６
：００にマドパーを服用するように処方可能である。本状況では、ユーザインターフェー
ス１０００は、薬剤計画を表示可能である。患者は、マーカ１０１２ａをドラッグするこ
とによって、本計画を修正し、実際の投与を反映可能である。同様に、患者は、マーカ１
０１２ａ上をクリックすることによって、薬物が服用されたことを示すことが可能である
。マーカ上をクリックすることによって、マーカ１０１２ａの外観（例えば、その色）を
変更可能であって、したがって、薬剤プログラムにより忠実に追従するために、患者、特
に、記憶障害患者によって使用可能である。
【００９０】
　また、ユーザインターフェース１０００は、経時的患者内の薬剤の濃度を示す、薬物動
態曲線１０１６等の薬物動態データを含むことが可能である。複数の薬物動態曲線１０１
６は、種々の色またはパターンで描写され、種々の薬剤の可変薬物動態特性を反映可能で
ある。
【００９１】
　（患者主導型治験）
　本発明は、より低コストで行なうことが可能な治験を患者のコミュニティに開始させる
一方、依然として、より多くの患者に及ぶことが可能である。本明細書で論じられるよう
に、患者は、グラフィカル・ユーザ・インターフェースを通して、その疾患、症状、およ
び治療薬に関する情報を入力可能である。本データは、治験の際のデータと比較するため
の基礎データ集合を形成する。
【００９２】
　治験は、１人以上の患者、研究者、管理者、あるいは他の人物または組織によって、開
始可能である。治験は、薬剤等の任意の介入の有効性を試験可能である。介入が、処方薬
剤である場合、コミュニティ内の患者は、その医師から、例えば、認可外処方を通して、
医療を取得する必要があり得る。他の介入は、医師の法的要件を伴わずに試験可能である
。
【００９３】
　患者の介入開始に伴って、介入に関するデータは、グラフィカル・ユーザ・インターフ
ェース内に入力され、システム内に記録される。本データは、他の患者によって閲覧され
、図１１に描写されるように、容易に集約可能である。データは、事前介入データと、介
入を採用していない患者のデータと比較され、周知の統計ツールおよび方法に従って、介
入の有効性を決定可能である。
【００９４】
　（介入変更分析）
　調合薬および他の介入は、異なる方法で、種々の患者と相互作用する。第１の患者は、
副作用をほとんどまたは全く伴わずに、介入に耐性を有し得る一方、別の患者は、患者健
康および／または生活の質に影響を及ぼす重度の副作用を経験し得る。さらに、現在、患
者が最小限の副作用をもたらす治療薬を選択可能なように、ある程度の特異性または特殊
性によって、副作用が予測されることは不可能である。故に、患者は、多くの場合、容認
可能レベルの副作用を伴う介入を見つける前に、いくつかの介入を試行する。
【００９５】
　副作用に加えて、患者は、介入の影響に対して不満である場合がある。これは、抗うつ
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剤に特にあてはまり、慣行として、６－８週間以内に所望の反応が達成されない場合、抗
うつ剤の切り替えを伴う。
【００９６】
　本発明によって、患者は、他の患者の経験を利用することによって、好適な介入を選択
するプロセスを短縮可能となる。本明細書で論じられるように、患者は、種々の介入に関
する種々の情報を入力する。本介入情報は、名称（商標またはジェネリック）、用量、頻
度、持続時間、患者評定、副作用等を含む、介入に関する情報を含むことが可能である。
【００９７】
　本情報は、その後の処理のために、データベース内に保存可能である。情報は、変更の
ために分析可能である。例えば、うつ病の個人は、最初、ＰＲＯＺＡＣ（登録商標）（塩
酸フルオキセチン）を処方され得る。６週間後、患者は、ＰＲＯＺＡＣ（登録商標）の服
用を中止し、ＷＥＬＬＢＵＴＲＩＮ（登録商標）（ブプロピオン）の服用を開始してもよ
い。再び、患者は、薬剤を切り替え、ＰＡＸＩＬ（登録商標）（パロキセチン）の服用を
開始する。患者は、所望の効果を経験し、長期間、ＰＡＸＩＬ（登録商標）の服用を継続
してもよい。また、患者は、ＰＡＸＩＬ（登録商標）に高評定を与え、薬剤に対するその
満足度を反映してもよい。
【００９８】
　本情報は、データベース、例えば、状態モデル内に保存される。次いで、薬剤間の関係
について、データが採掘され得る。例えば、図１２に示されるように、ＰＲＯＺＡＣ（登
録商標）に不満の患者、コミュニティ内の他の患者によって服用される他の抗うつ剤に関
する情報を要求可能である。患者は、ＧＵＩウィジェット、例えば、ドロップダウンリス
ト１２０２を使用して、ＰＲＯＺＡＣ（登録商標）を選択可能である。１つ以上のグラフ
ィカル要素１２０４、１２０６、１２０８は、抗うつ剤に関する母集団情報を表示する。
例えば、グラフィカル要素１２０４は、患者群によって服用された最も最近のＳＳＲＩ（
選択的セロトニン再取り込み阻害薬）を表示する。患者は、その治療のある時点でＰＲＯ
ＺＡＣ（登録商標）を服用していた患者の３１％が、現在、ＬＥＸＡＰＲＯ（登録商標）
（エシタロプラム）を服用していることが分かる。これによって、患者は、多くの患者に
おいて上手くいかなかった介入薬物を回避することが可能となる。同様に、患者は、患者
群によって、最長持続時間の間に服用されたＳＳＲＩ（１２０６）、または最高評定ＳＳ
ＲＩ（１２０８）を閲覧可能である。
【００９９】
　これらの特徴は、本明細書に記載のフィルタリング機能と組み合わせられると、特に効
果を発揮する。フィルタ機能を使用することによって、患者は、最初にＰＲＯＺＡＣ（登
録商標）を服用した大部分の白人患者が、最終的に落ち着いたＳＳＲＩを閲覧可能である
。本フィルタリングは、例えば、遺伝子型別にフィルタリングすることによって、さらに
精緻化可能である。加えて、本発明は、副作用を利用して、データをフィルタリング可能
である。例えば、抗うつ剤を服用中の勃起障害を経験する患者は、同一抗うつ剤を服用中
に勃起障害を経験した他の患者によって服用されたその後の抗うつ剤を閲覧可能である。
【０１００】
　（コミュニティ検索）
　図１３を参照すると、疾患進行の予測を閲覧および精緻化するための例示的ユーザイン
ターフェース１３００が、提供される。アイコン１３０２は、システムを制御する患者を
表す。アイコン１３０２は、種々の身体系または領域（例えば、脚、脊柱、および眼）の
状態を表す、いくつかの色分けされたボックス１３０４を含む。
【０１０１】
　また、ユーザインターフェース１３００は、予測が行なわれる母集団を拡大または縮小
することによって、予測を精緻化する母集団選択インターフェース１３０６を含む。例え
ば、患者は、最初、コミュニティ内の全患者（例えば、全ＡＬＳ患者）に基づいて、予測
を閲覧可能である。次いで、患者は、年齢、性別、人種、民族性、遺伝子型等の１つ以上
のパラメータを変更可能である。予測は、母集団の変更に伴って、リアルタイムで更新可
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能である。描写される実施例では、ユーザは、１つ以上のスライダ１３０８を摺動させ、
プロファイル（例えば、年齢、性別、人種、民族性、社会経済的地位）、ゲノム、疾患、
機能（例えば、ＡＬＳＦＲＳ－Ｒ尺度によって査定される）、介入（例えば、服用薬剤）
、および症状（例えば、嚥下障害）等の要因の相対的重要性を調節することによって、母
集団を変更可能である。
【０１０２】
　ユーザインターフェース１３００は、患者に類似する１人以上の患者のためのアイコン
１３１０ａ－１３１０ｆを表示可能である。アイコン１３１０は、患者の母集団選択イン
ターフェース１３０６を使用しての変更に伴って、更新可能である。患者は、例えば、ア
イコン１３１０のうちの１つ上をクリックすることによって、１人以上の患者の特異的詳
細およびプロファイルを閲覧するように「掘り下げ」可能である。
【０１０３】
　また、ユーザインターフェース１３００は、患者の疾患の進行の予測を示す１つ以上の
チャート１２１２、１３１４を含むことが可能である。チャート１３１２は、（ｉ）疾患
からの回復、（ｉｉ）疾患を伴っての生存、または（ｉｉｉ）２５年間にかけての死亡の
いずれかに関する患者の確率を示す。チャート３１４は、今後２５年間にかけて、栄養チ
ューブ、車椅子、または人工呼吸器等の補助機器を必要とする患者の確率を予測する。
【０１０４】
　ユーザインターフェースは、予測の信頼性を示すグラフィカル要素（図示せず）を含む
ことが可能である。例えば、グラフィカル要素は、信号機のようにモデル化可能である。
赤信号は、予測が、ある統計的有意水準が欠如していることを示すことが可能である。黄
信号は、予測が、中間的統計的有意水準を有していることを示すことが可能である。緑信
号は、予測が、容認可能な統計的有意水準を有していることを示すことが可能である。
【０１０５】
　また、本発明は、種々の確率変数および確率事象の影響を計算可能である。例えば、本
発明は、２つの異なる予測を表示可能である。第１の予測は、患者が肺炎を発症した場合
の患者の疾患の進行を表示する一方、第２の予測は、患者が肺炎を発症しなかった場合の
患者の疾患の進行を表示する。また、本発明は、肺炎を防止するための忠告を表示可能で
ある。
【０１０６】
　また、本発明は、そのような事象の確率を予測モデルに組み込み可能である。これは、
例えば、マルコフ連鎖に表現されるような周知の状態遷移の確率に基づく薬剤群または複
合剤のシミュレーションの使用を通して、達成可能である。次いで、任意の時点でサンプ
ル測定を行ない、ある基準に基づいて、転帰の確率を決定可能である。そのような基準は
、制御可能（例えば、ある介入を受ける）または制御不能（例えば、肺炎を発症する）で
ある。
【０１０７】
　加えて、本発明は、行なわれた、または行なわれなかった、早期対策の効果をシミュレ
ート可能である。例えば、患者は、結腸癌が２年早く検出された場合の癌の予測された疾
患進行を表示可能である。そのようなシミュレーションは、患者の友人および家族に強力
な影響を及ぼし得る。
【０１０８】
　（うつ病への適用）
　うつ病についてのいくつかの現代的理論は、うつ病が認知のひずみから生じると仮定す
る。あるゆる個人が、ある時点において、悲しんだり、憤慨したりするが、大部分の人は
、そのような感情が束の間であることを認識するような考え方を有する。しかしながら、
大うつ病性障害を有する人は、うつ病エピソードに入る前の時間を認識および想起する能
力が欠如していると考えられ、したがって、将来の楽しい時間を想像できない。
【０１０９】
　本明細書に記載される発明は、うつ病に対処しようとする個人を支援することが可能で
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ある。うつ病者は、その気分または他の病状評価指標を本明細書に記載されるシステムに
入力し、これらの評価指標の経時的グラフィカル表現を読み出すことが可能である。その
ようなシステムは、外部メモリおよび患者のための展望を提供する。
【０１１０】
　さらに、本明細書に記載される発明は、疾患前の通常健康である人によっても使用可能
である。例えば、軍人は、武力紛争への配備前に、病状評価指標を記録可能である。その
ような事前の病状評価指標は、心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）等の状態に対処しよ
うとする際の軍人と、ＰＴＳＤのスクリーニングを試みる健康な軍人の両方の基準点とし
ての役割を果たすことが可能である。
【０１１１】
　いくつかの要素の機能は、代替実施形態では、より少ない要素または単一要素によって
、実行可能である。同様に、任意の機能的要素は、例示される実施形態に関連して記載さ
れるものよりも少ない、またはそれらと異なる演算を行なうことが可能である。また、例
示目的のために特異的に示される機能的要素（例えば、モジュール、データベース、コン
ピュータ、クライアント、サーバ等）は、他の機能的要素内に組み込まれる、異なるハー
ドウェアに分離される、または特定の実装に分散されることが可能である。
【０１１２】
　本発明によるある実施形態が記載されたが、本発明は、記載された実施形態のみに限定
されない。種々の変更および／または修正は、本発明の精神または範囲から逸脱すること
なく、記載される実施形態のいずれにも行なうことが可能である。また、記載される実施
形態の要素、ステップ、特徴、および／または局面の種々の組み合わせが、本明細書にお
いて、明示的に識別されない場合であっても、そのような組み合わせは可能かつ想定され
る。
【０１１３】
　（文献の引用）
　本明細書に開示されるあらゆる特許、公開特許出願、および他の参考文献は、その全体
が本明細書に参考として援用される。
【０１１４】
　（均等物）
　当業者は、本明細書に記載される本発明の特定の実施形態の多くの対応物を認識、また
は日常の実験のみを使用して究明可能であるだろう。具体的には、本願は、本発明の「疾
患」への適用について、間をおいて論じているが、本発明は、老化、排卵等の他の医療事
象に等しく適用可能である。そのような対応物は、以下の請求項によって包含されること
が意図される。
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【図１３Ｂ】



(27) JP 5425793 B2 2014.2.26

10

20

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  61/070,067
(32)優先日　　　　  平成20年3月20日(2008.3.20)
(33)優先権主張国　  米国(US)

(72)発明者  ヘイウッド，　ベンジャミン
            アメリカ合衆国　マサチューセッツ　０２１４２，　ケンブリッジ，　サード　ストリート　２２
            ２，　スイート　０２３４
(72)発明者  コール，　ジェフ
            アメリカ合衆国　マサチューセッツ　０２１４２，　ケンブリッジ，　サード　ストリート　２２
            ２，　スイート　０２３４
(72)発明者  ヘイウッド，　ジェームズ
            アメリカ合衆国　マサチューセッツ　０２１４２，　ケンブリッジ，　サード　ストリート　２２
            ２，　スイート　０２３４

    審査官  塩田　徳彦

(56)参考文献  特開２００１－３３１５８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２２１４７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０５２７７４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０９５６４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２０００９３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００７－５２５１５４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－３３７８６４（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｑ　　５０／２４　　　　
              Ｇ０６Ｆ　　１７／３０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

